
１．建築物の仕様一覧

共同住宅
石川県小松市
木造軸組+CLT耐力壁・床
3
12.21
10.10
1046.08
299.66
779.22

１階 256.74
２階 261.24
３階 261.24

壁、床

加工前製品量 130ｍ3、加工後建築物使用量 111ｍ3

寸法 90㎜厚
ラミナ構成 3層3プライ
強度区分 Mx60
樹種 スギ
寸法 150㎜厚
ラミナ構成 5層5プライ
強度区分 S60
樹種 スギ
寸法 -
ラミナ構成 -
強度区分 -
樹種 -
屋根 ガルバリウム鋼板縦ハゼ葺き
外壁 硬質木片セメント板t18の上、天然木羽目板貼り　他
開口部 アルミサッシュ+ペアガラス
界壁 石膏ボードt12.5両面2枚貼りの上漆喰塗り他、グラスウール充填

間仕切り壁 石膏ボードt12.5両面貼りの上漆喰塗り他

床 乾式二重床+天然木フローリングt15

天井 石膏ボードt12.5両面2枚貼りの上クロス貼り、グラスウール敷込み

許容応力度等計算（ルート2）、46条2項ルート
テックワン金物、製作L型金物による接合
3.6m
CLTを耐力壁として構造計算を行うために、既往の実験データを
利用した

防火指定なし

準耐火建築物
燃えしろ設計または被覆による1時間準耐火構造
CLTは燃えしろで性能確保しやすいが、それ以外の軸組部材のた
めに被覆が必要となり、結果的に二重の対策となった
遮音性能が床CLTだけでは足りず、天井などで仕上げる必要があった

手順が複雑なので、モックアップを用いて検証を行った
外部のCLT露出は軒天のみとし、保護塗料を塗布した
2016年5月下旬～2016年10月（5か月）
2016年12月～2017年6月末竣工予定（７か月）

ＣＬＴ躯体施工期間 2017年2月13日〜2017年2月28日（2週間）
2017年6月末竣工予定
株式会社梶谷建設
株式会社SALHAUS　日野雅司・栃澤麻利・安原幹　
桜設計集団一級建築士事務所　佐藤孝浩
株式会社梶谷建設、株式会社中東（CLTと構造用集成材及び施工）他

株式会社中東
南加賀木材協同組合（石川県南加賀産材）ラミナ供給者

工
程

設計期間
施工期間

竣工（予定）年月日

体
制

発注者
設計者（複数の場合はそれぞれ役割を記載）
構造設計者
施工者
ＣＬＴ供給者

防
耐
火

防火上の地域区分

耐火建築物等の要件
本建築物の防耐火仕様

問題点・課題とその解決策

施
工

遮音性確保に関する課題と解決策
建て方における課題と解決策
劣化対策

屋根パネル

仕
上

主な外部仕上

主な内部仕上

構
造

構造計算ルート
接合方法
最大スパン

問題点・課題とその解決策

軒高（ｍ）
敷地面積（㎡）
建築面積（㎡）
延べ面積（㎡）

階別面積

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
仕
様

ＣＬＴ採用部位
ＣＬＴ使用量（㎥）

壁パネル

床パネル

事業名 若杉ヴィレッジ 新築工事の建築実証
実施者（担当者） 株式会社梶谷建設　代表取締役　梶谷寛（担当者：㈱SALHAUS 日野、イエコロ 二村）

建
築
物
の
概
要

用途
建設地
構造・工法
階数
高さ（ｍ）
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**まとめ 

 本件、カバヤホーム倉敷事務所は木造軸組工法へ CLT 耐力壁と床構面へ CLT 導入した建築実証である。 
CLT の設置を検討するなかで、限られた敷地条件においていかにスムーズに上棟作業を行うかが問題となった。加工
場（プレカット工場）から現場へ納材の際、運搬車両への荷積みから検討し、壁 CLT・床 CLT ごとに荷下ろし、仮置
きと設置順序を十分検討して現場納材を行った。 

事務所用途であり、また 3 階建てということもあり、防火条件として 60 分準耐火構造の義務が生じた。CLT を現し
で利用する際「燃えしろ設計」を行うが、壁内への防耐火被覆が伴う。作業工程において、在来軸組工法とは異なり、
早い段階での石膏ボード張り工事が一部必要となった。 

1 階の CLT 壁は、床仕上げ材との取り合いを考え、CLT 壁脚部の接合部（柱脚金物）を 1 階フロアレベルよりも下
に設定し、仕上げ工事完了時に表に現れない納まりとした。（1F のみ。2、3F 床は乾式二重床構成） 
また、天井仕上げ（ビニールクロス貼り）と壁面化粧現し CLT 取り合い部、及び壁仕上げ（ビニールクロス貼り）と
壁面化粧現し CLT 取り合い部は共に CLT 側に底目地加工を施すことで CLT 加工精度や反り等の問題を極力表に現れ
ないようにした。 

今後、CLT を多用することにより、様々な問題が発生すると考えられるが、一般的な在来軸組の施工知識・技術を
有するものであれば、入念な打ち合わせにより対処することができると考えている。 

以上 
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２.１１　（株）梶谷建設（イエコロ、（株）SALHAUS）
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A部

プラスターボードt12.5×2
木下地・グラスウールt50

プラスターボードt12.5×2
構造用合板t24（耐力壁）
グラスウールt50
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